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＜連結決算概要＞

売上収益は３兆3,115億円と、前年比 ▲594億円、
1.8％の減収となりました。

その他収支を除く営業利益は、
2,424億円と、前年比 ▲287億円、10.6％の減益、
当期利益は、1,909億円と、前年比 ▲ 4億円、
0.2％の減益となりました。
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＜得意先売上（現地通貨ベース）＞

トヨタグループ向け

7.1%の増収となりました。
軽自動車の不振があるものの、
国内、北米やアジアでの車両生産の増加、
また、日本や北米での、
Toyota Safety Sense Pの装着率の大幅な拡大により
増加しました。

トヨタグループ以外カーメーカ向け

8.1%の増収となりました。
・ホンダは、主にアジアでの車両生産の増加や
北米での拡販により、

・フィアット・クライスラーは、欧州での車両生産の増加や
エアコン製品の拡販により、

・GMは、北米での車両生産の増加やエアコン製品の拡販により、
それぞれ売上が増加しました。
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＜製品別売上（現地通貨ベース）＞
今期より1月1日の組織変更に伴う製品名称に変更しております。

パワトレイン
アジア地域や欧州での車両生産増加
により、売上が増加しました。

サーマル
中国や欧州での車両生産増加や
エアコン製品の拡販により、増加しました。

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ&ｾｰﾌﾃｨ
日本や北米での車両生産増加や、
予防安全製品であるToyota Safety Sense Pの装着率の
大幅な拡大により、増加しました。
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＜営業利益（除くその他収支）の増減要因＞

主な点は以下の通りです。
マイナス要因
①為替差損 ▲800億円は、主にドルで15円、ユーロで16円など、

円全面高であったことによるものです。
②労務費増 ▲160億円は、主に日本及び新興国での賃金増加に

よるものです。
③経費増 ▲140億円は、環境、安全分野を中心とした研究開発や、

生産管理や経営管理面でのシステムの再構築等、
将来の成長に向けた投資によるものです。

プラス要因
①操業度差益 ＋750億円は、生産の増加や拡販によるものです。
②合理化努力 ＋320億円は、コストダウンや生産性向上によるものです。

以上により、“その他収支を除く営業利益”は2,424億円となりました。
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＜地域別の売上・営業利益（円貨ベース）＞

次ページにて、現地通貨ベースで説明
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＜地域別の売上・営業利益（現地通貨ベース・その他収支を除く）＞

日本

・車両生産の増加により、売上収益は増収となりました。

・利益については、円高の影響等により減益となりました。

日本以外
・北米・欧州・アジアではそれぞれ、

生産の増加や拡販により増収増益となりました。
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＜通期予想＞

売上収益は、４兆4,400億円、
“その他収支を除く営業利益”は、2,940億円といたします。

これは、第２四半期公表時点で、
下期前提レート ドル105円、ユーロ115円としておりましたが、
第３四半期の為替の実績等を踏まえ、修正するものです。

なお、第４四半期の前提レートは、第２四半期公表時の前提と同様、
ドル105円、ユーロ115円で、
年間の前提レートはドル106円、ユーロ117円となります。
日系車両生産台数は、
国内は 912万台、海外は 1,967万台と想定しております。



＜当社の新しい取り組みのご紹介＞

ブランド活動

1月1日に当社ホームページに掲載しております通り、当社は社内外への
ブランド活動を通じ、発信力の強化を進めます。
今期の決算資料から、デンソーのロゴの下に「Crafting the Core」という
言葉を付しております。
これは、創業以来培い、堅持してきた基本理念をベースに、
デンソーグループが、今後目指す姿や方向性を
一言で表すブランドスローガンとして、新たに制定したものです。
今後も、多くの方々にファンになっていただき、
皆様に信頼される企業であり続けるよう努めてまいります。

組織変更

12月26日にプレスリリースしております通り、
ＥＶなどの電動化分野においても一層の開発強化と事業伸展を狙いとして、
エレクトリフィケーションシステム事業グループを新設しました。
更に、電機事業部とＥＨＶ機器事業部のシステム開発機能を、
エレクトリフィケーションシステム開発部に集約し、
電動化分野の開発を一層強化・加速してまいります。
電動化については、60年以上培ってきた車載品質力と熱、安全、HV製品の
総合力を活かしていける領域です。
安心安全で乗る人が気持ち良い電動自動車開発を目指し、
電動化をリードするシステムサプライヤーになるよう、取り組んでまいります。
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